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新
年
早
々
、
多
く
の
人
が
度
肝
を
抜
か

れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
米
国
に
よ
る
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
大
統
領
の
拘
束
だ
。
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
、
麻
薬
密
輸
に
関
与
し
た
と
し
て
ニ
コ

ラ
ス
・
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
を
刑
事
訴
追
す

る
目
的
で
拘
束
し
、
米
国
の
拘
置
所
に
収

容
し
た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
つ
い
て
は
「
米

国
が
運
営
す
る
」
と
宣
言
し
、
巨
大
な
石

油
利
権
を
手
に
す
る
が
、
同
国
の
民
主
化

は
不
透
明
だ
。

　

さ
ら
に
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟
す
る
デ
ン
マ
ー
ク
自
治
領

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
領
有
権
獲
得
に
意
欲

を
示
し
、
武
力
行
使
や
追
加
関
税
を
ち
ら

つ
か
せ
て
圧
力
を
か
け
る
。

　

第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
か
ら
１

月
で
１
年
。
な
り
ふ
り
構
わ
ず
繰
り
出
さ

れ
る
強
権
支
配
に
、
世
界
は
振
り
回
さ
れ

て
い
る
。

　
国
際
法
違
反
の
疑
い

　

１
月
３
日
未
明
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
首
都

カ
ラ
カ
ス
に
爆
弾
の
音
が
鳴
り
響
き
、
火

柱
や
煙
が
立
ち
上
っ
た
。
街
中
は
逃
げ
惑

う
人
で
あ
ふ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
「
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
へ
の
大
規
模
攻
撃
を
成
功
裏
に
収
め

た
」
と
記
し
、
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
夫
妻
を

拘
束
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

同
大
統
領
は
、
第
１
次
ト
ラ
ン
プ
政
権

下
で
も
米
国
で
麻
薬
密
売
な
ど
の
罪
で
起

訴
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
た
。
今
回
も
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
が
米
国
へ
の
麻
薬
密
輸
に
関
わ
っ

て
い
る
と
し
て
、
米
国
は
昨
秋
か
ら
軍
事

圧
力
を
強
め
て
い
た
。
軍
事
力
に
も
の
を

言
わ
せ
て
、
他
国
を
力
で
ね
じ
伏
せ
た
格

好
で
、国
際
法
違
反
の
疑
い
が
持
た
れ
る
。

　

マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
ら
を
拘
束
し
た
の

は
、
米
国
の
陸
軍
特
殊
部
隊
で
あ
る
デ
ル

タ
フ
ォ
ー
ス
。
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
紙
な
ど
に
よ
る
と
、
特
殊
部
隊
が
同

大
統
領
の
居
所
へ
行
く
の
に
３
分
、
拘
束

に
５
分
し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

同
大
統
領
の
側
近
だ
っ
た
ロ
ド
リ
ゲ
ス

指
導
者
の
マ
リ
ア
・
マ
チ
ャ
ド
氏
。
ト
ラ

ン
プ
氏
は
当
初
、
同
氏
を
持
ち
上
げ
て
い

た
が
、
現
在
は
石
油
利
権
な
ど
と
引
き
換

え
に
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
が
引
き
継
い
だ
強
権

政
権
の
継
続
を
容
認
す
る
。
マ
チ
ャ
ド
氏

は
ト
ラ
ン
プ
氏
に
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

譲
渡
す
る
」
と
ま
で
提
案
し
た
が
、
今
は

蚊
帳
の
外
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
と
っ
て
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
民
主
化
は
二
の
次
の
よ
う
だ
。

　
力
に
よ
る
支
配

Ⅰ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

泉　

洋
海

「ノーベル平和賞を譲渡する」
とまで提案した

副
大
統
領
は
当
初
は
「
大
統
領
は
マ
ド
ゥ

ロ
氏
し
か
い
な
い
」
と
抵
抗
し
て
見
せ
た

が
、
暫
定
的
に
大
統
領
に
就
任
す
る
と
一

転
、
米
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
。

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
の
拘
束
前
か

ら
米
国
と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
と
い
い
、

政
権
を
保
ち
な
が
ら
米
国
の
要
求
に
も
応

え
、
政
治
犯
を
釈
放
し
、
石
油
利
権
を
融

通
す
る
な
ど
し
た
た
か
に
振
る
舞
う
。

　

一
方
、
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
と
対
峙
し
、
昨

年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
野
党

広
が
る
強
権
支
配

～
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
１
年
～

　

今
回
の
攻
撃
は
、
米
国
が
民

主
的
な
話
し
合
い
や
外
交
で
は

な
く
、
手
段
を
選
ば
ず
武
力
に

訴
え
た
点
で
衝
撃
を
与
え
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
側
近
で
あ
る
ミ

ラ
ー
大
統
領
次
席
補
佐
官
は
、

米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
で
「
現
実
の

世
界
は
、
力
と
軍
事
力
、
権
力

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
。

米
国
は
自
国
の
利
益
の
た
め

に
、
こ
の
半
球
で
た
め
ら
う
こ
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と
な
く
軍
事
力
を
使
用
す
る
」
と
宣
言
し

た
。
臆
面
も
な
く
、
力
に
よ
る
現
状
変
更

を
正
当
化
し
た
と
い
え
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
世
界
最
大
の
埋
蔵

量
を
誇
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
石
油
産
業
を
狙

い
、
同
国
を
数
年
間
、
間
接
統
治
す
る
方

針
だ
。
米
国
で
は
19
世
紀
、
安
全
保
障
、

経
済
の
両
面
で
致
命
的
な
意
味
を
持
つ
南

北
米
大
陸
を
中
心
と
す
る
西
半
球
へ
の
干

渉
を
退
け
る
「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
が
は
び

こ
っ
た
。
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
初
め

て
出
し
た
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
（
Ｎ

Ｓ
Ｓ
）」
で
も
こ
れ
に
回
帰
し
、
中
国
や

ロ
シ
ア
の
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
で
米
国

の
優
位
性
を
高
め
る
姿
勢
を
明
ら
か
に
し

た
。
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
の
名
前
を

も
じ
っ
て
「
ド
ン
ロ
ー
主
義
」
と
呼
ば
れ

る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
同
様
に
キ
ュ
ー
バ
に
も

揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
メ
キ
シ
コ
や
コ
ロ
ン

ビ
ア
に
は
麻
薬
対
応
で
圧
力
を
か
け
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
自
治
領
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

に
至
っ
て
は
領
有
権
獲
得
を
目
指
し
、
購

入
も
検
討
し
、
地
元
で
は
反
対
運
動
が
起

き
て
い
る
。「
不
動
産
王
」
と
し
て
の
発

想
で
、
現
地
住
民
に
一
時
金
を
配
る
案
も

取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

米
国
は
、
こ
れ
に
反
対
す
る
デ
ン
マ
ー

国際秩序が機能せず大国間の激しい競争の時代になった

支
持
率
は
54
・
８
％
と
不
支
持
が
支
持
を

上
回
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
２
期
目

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
昨
年
１
月
27
日
時
点

で
は
、
支
持
が
50
・
５
％
、
不
支
持
が

44
・
３
と
支
持
が
上
回
っ
て
い
た
。
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
原
油
高
に

起
因
す
る
イ
ン
フ
レ
は
改
善
さ
れ
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
関
税
に
よ
る
物
価
高
が
再
燃
。

食
料
品
は
昨
年
末
で
イ
ン
フ
レ
率
が
３
・

１
％
に
な
る
な
ど
国
民
の
負
担
感
は
大
き

い
。

　

さ
ら
に
、米
中
西
部
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
、

移
民
・
税
関
捜
査
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
に
よ
る

不
法
移
民
の
大
規
模
摘
発
で
、
米
国
籍
の

女
性
が
Ｉ
Ｃ
Ｅ
職
員
に
射
殺
さ
れ
た
。
政

府
側
は
正
当
防
衛
と
す
る
が
、
目
撃
者
ら

は
納
得
せ
ず
全
国
で
抗
議
運
動
が
広
が

る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
公
約
に
掲
げ
た
不
法

移
民
対
策
は
進
ん
で
い
る
が
、
大
規
模
摘

発
や
強
制
送
還
な
ど
や
り
過
ぎ
と
感
じ
る

人
も
い
る
よ
う
だ
。

　

秋
に
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
前
半
の
評
価

を
問
う
中
間
選
挙
が
あ
る
。
米
国
民
は
ど

う
判
断
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

世
界
で
紛
争
が
続
く
中
、
平
和
の
祭
典

で
あ
る
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
五
輪
が
始

ま
っ
た
。調
和
を
意
味
す
る
テ
ー
マ
の「
ア

ル
モ
ニ
ア
」
が
皮
肉
め
い
て
聞
こ
え
る
。　

を
尊
重
す
る
価
値
観
外
交
を

進
め
る
国
と
し
て
存
在
感
を

示
せ
て
い
な
い
。

　

一
方
、
米
国
の
51
番
目
の

州
に
す
る
と
挑
発
さ
れ
た
カ

ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
１

月
20
日
、
ス
イ
ス
で
開
か

れ
た
ダ
ボ
ス
会
議
で
演
説
。

「
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国
際
秩

序
が
機
能
せ
ず
、
強
大
な
勢

力
が
経
済
統
合
を
威
圧
の
た

め
の
武
器
に
し
て
自
ら
の
利

益
を
追
求
す
る
、
大
国
間
の

激
し
い
競
争
の
時
代
に
な
っ

た
」こ
と
を
認
め
た
上
で「
ミ

ク
な
ど
欧
州
８
ヵ
国
を
対
象
に
追
加
関
税

を
課
す
と
し
て
い
た
が
、
撤
回
し
た
。
た

だ
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
守
れ
る
の
は
米

国
し
か
い
な
い
」
と
奪
取
を
諦
め
て
は
い

な
い
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
月
、
米
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
「
私
に
は
国
際
法
は
必
要
な
い
。
私
を

止
め
ら
れ
る
の
は
私
自
身
の
道
徳
だ
け

だ
」
と
述
べ
る
な
ど
誰
も
止
め
ら
れ
な
い

状
況
だ
。

　

米
国
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
軍
事
作

戦
に
つ
い
て
日
本
は
、
賛
否
を
示
さ
な

か
っ
た
。
自
由
と
民
主
主
義
、
法
の
支
配

ド
ル
パ
ワ
ー
（
中
堅
国
家
）
の
国
々
は
人

権
尊
重
、
持
続
可
能
な
開
発
、
連
帯
、
主

権
、
領
土
の
一
体
性
と
い
っ
た
価
値
観
を

体
現
す
る
新
た
な
秩
序
を
構
築
す
る
能
力

を
持
つ
」
と
連
携
を
呼
び
か
け
た
。
静
か

な
共
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
下
が
る
支
持
率

　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
再
び
就
任
し

て
１
年
。
支
持
率
は
芳
し
く
な
い
。
政
治

サ
イ
ト
「
リ
ア
ル
・
ク
リ
ア
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
」
に
よ
る
各
種
世
論
調
査
の
平
均
値

は
２
月
６
日
で
、
支
持
率
42
・
４
％
、
不


